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 令和４年度 第１回 帯広市都市環境デザイン委員会議事概要 

 

日時：令和４年６月２２日（水）１３：３０から 

形式：場所：帯広市役所１０階第６会議室 

 

出席委員 

赤嶺委員長、府川副委員長、青木委員、数田委員、成田委員 

 

事 務 局 

岡田都市政策課長、中島都市計画係長、三浦主任補 

 

議事概要 

 １.開会 

  「帯広市都市環境デザイン委員会設置要綱第６条第２項」に基づき、半数以上の委

員が出席していることから、会議が成立することを確認した。 

 

 ２.委員長挨拶  

 

  

 ３.議事 

    

（１）令和４年度年間スケジュールについて 

 事務局より、今年度の予定について説明。 

委員からの意見・質疑等はなし。 

 

  （２）第１７回帯広市まちづくりデザイン賞について  

 事務局より、今年度のまちづくりデザイン賞の実施について説明。 

賞の選考方法について、意見・質疑は次のとおり。 

 

   【委員】 

新型コロナウイルスの感染状況次第ではあるが、建物の質感等を確認するため

に現地を見に行きたい。 

 

   【委員】 

    現場に行って確かめる方が良いと思う。 

    

【委員】 

 事務局で撮った動画を見ながら審査するという昨年の方法も良かったが、実物

を見た方がより良い判断ができるのでは。個人的に応募物件を見に行ってみたが、

一人で見るよりは他の委員と見た方がその場で意見を言い合えるので良いと思

う。 

 

【委員】 

 建物単体というよりは周りの雰囲気や景色も一緒に見ることが大事だと考え

るので、現地に行けたら行きたい。 

 

【委員】 

昨年の審査では、事務局が撮影した動画でも意外と建物の周辺環境を見ること
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ができた。委員の皆さんと全く同じ動画を見ながら同じテーブルで議論が出来、

新しい発見もあった。個人で現地に行くという方法もあるが、委員会の中で行き

たいという意見も多いので、検討の余地はあると思う。 

 

【事務局】 

現地に行く場合、応募件数が多くなると審査に丸一日要することも考えられる。

昨年度と同様の方法であれば、審査時間が短縮され、委員の負担軽減につながる

と考え、提案させてもらった。委員の皆様から現地を確認したいとの意見も伺っ

たことから、応募件数等を踏まえて、検討していきたい。 

 

その他の内容について、委員からの意見・質疑等はなし。 

 

（３）令和４年度都市景観形成主要建築物等の選定について 

     事務局より、都市景観形成主要建築物等の今年度の対象案件として、「（仮称）

馬ふれあい舎」を説明。 

委員からの意見・質疑等はなし。 

 

（４）令和４年度都市景観形成主要建築物等の協議に係る委員の選出について 

「帯広市都市景観形成に資する公共施設・公共サイン推進要綱」第６条第２項に

基づき、赤嶺委員長、青木委員、成田委員を選出。 

 

  

４.閉会 

 

以 上 


